
「産直」「協同」「民主」— いのちとくらしを守るために — 2024年4月　理事会発行

２月に配付した「私たちの東都生協」（第50回通常総代会に向けた第１次議案書）

には、組合員の皆さまから多くの声が寄せられました。その中から代表的 
な意見・要望をご紹介します。また、「声」に対する理事会からの説明も 
添えています。今後、いただいた声をもとに第50回通常総代会に向けて
論議を進め、2024年度の活動と事業につなげていきます。
＊いただいた声は紙面構成上一部要約しています。　＊声の文末の（　）内は提出者の居住地域と年代です。

組合員の声に応えて、商品・サービスにつなげていきます
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195通の声が
届きました

組合員の皆さんから届いた「声」を紹介します。

商品選択について

とうとねっと（インターネット注文サイト）に、
商品に対するレビューが少ない（ほとんどされ
ていない）ことが残念に思った点です。商品を
知る方法としてはベーシックなものだと思う
ので、レビューしたらポイント還元などを行っ
て、レビュー数を増やす施策をぜひ行ってく
ださい。もしかしたらインターネット注文を利
用する人がまだまだ少ないのかもしれません
が、これでは若い世代は使いづらい（他の生協
のほうが魅力的に感じる）だろうなというのが
正直な感想です。� （新宿区／30代）

声に
応えて 商品レビューは、組合員の率直な意見や

感想をお寄せいただく場として、その活
用を想定した機能ですが、現状ではあま
り活用されていない実情です。今後は、商
品を購入する際の参考として活用してい
ただけるように、売れ筋ランキングの広報
や、レビュー投稿いただいた商品に対し
ての値引き対応、投稿者に対してベジポ
ン（インターネット注文時のお楽しみ機
能のポイント）付与ができる機能を計画し
ています。

　
コロナ禍では欠品情報があると早めにホーム
ページの「お知らせ」に掲載されていたので、
計画的にスーパーで買い物ができて助かって
いました。しかし、いつの間にか掲載がなくな
り、配達日当日に初めて知るようになり、また
不便になりました。紙の注文書を使っていま
すが、ホームページやLINEは見ているのでま
た掲載してほしいです。� （世田谷区／80代）

声に
応えて 欠品情報のお知らせは、コロナ禍の付加

サービスであったため、現状では情報発
信を中止しています。再度、欠品情報の必
要性を検証の上、欠品情報の掲載を検討
します。

　
インターネットでの商品検索を充実してほし
いです。検索項目を細分化して、探している商
品が見つけられるようにしてほしいです。時間
がかかりすぎて探しきれず、諦めることが多い
です。� （板橋区／60代）

声に
応えて 商品の検索機能については、まだまだ不

十分であると認識しています。今後はシス
テムの販売会社と確認しながら、よりス
ムーズに検索ができるように改善を進め
ていきます。

　
とうとねっとについて、注文番号で注文する
際、常時「カートを見る」が入力画面のすぐ下
に大きく出すのをやめてほしいです。注文入力
中に誤って「カートを見る」に触れてしまい、
入力した注文番号が全て消えてしまうという
ことが何度もあります。「カートを見る」は、
カートに入れた後に必要な操作です。注文中
に見る必要はあまりありません。もっとも、ア
プリでの注文がとても便利だったので、そちら
が使えるようになればもっと良いです。
� （横浜市／50代）

声に
応えて 画面の表示に関しては、さまざまなシー

ンでの表示レイアウトやボタン配置を考
慮し設定していますが、改めて分かりやす
さや操作性を鑑みながら、改善を検討し
ます。

私たちの
　願い



寄せられた声は、2024年度の
　
毎週配付されるチラシに、同じ商品が数か所
に登場します。紙面を少なくするためにも工夫
して載せるようにしてはいかがでしょうか。
� （西東京市／70代）

声に
応えて 商品の重複掲載の目的としては、①商品

案内のカテゴリー別ページ（野菜、肉、魚
など）で他部門の商品を掲載したほうが購
入する際の利便性が高まると思われる場
合（シュウマイにからし、刺し身に醤油な
ど）や、②表紙・裏表紙や巻頭ページでそ
の週に特におすすめするものや、商品をク
ローズアップして紹介する場合（食べ方
提案・産地紹介など）、③メーカー別や用
途別で紹介する場合など（「ぴっくあっぷ」
がこれにあたります）、Sanbonsugiの通
常ページでとは違った切り口で商品を紹
介する目的で掲載しています。紙削減に
ついては今後も工夫して進めていきます。

　
商品選択に凄く時間を要します。要らない広
告は入らないようにしてもらうとか、選択の時
間を短縮できないでしょうか。野菜・卵・牛乳
を毎週ワンボックスにして、要らない物だけ入
れ替えられたら嬉しいのですが。要らない冊子
は見なければよいし、紙、印刷代、労力がすご
くもったいない気がするなら、インターネット
にすればよいのも分かってはいるのですが。
� （板橋区／60代）

声に
応えて カタログの配付停止や全てのチラシを停

止する対応については、改善すべき課題
として認識しています。現在一部のカタロ
グ等については、組合員希望による停止
処置や自動帳合機を活用した選択配付の
実施を行っていますが、まだまだ十分と
は言えません。対応については、一定の体
制や仕組みの開発が必要なため、すぐの
対応は難しいのですが、着実に対応して
いきたいと思います。

　
何度も要望を出していますが、まいとどちゃん
の次週の変更がOCR注文書でできないのがと
ても不便です。たまご、牛乳、豆腐、油揚げな
どを登録していますが、次週たまごだけを０

ゼロ
に

する時、その都度電話かインターネットを開
いて変更しなくてはいけないのはとても面倒
です。� （港区／70代）

声に
応えて ご不便をお掛けして申し訳ありません。

ご希望されているとおり、OCR注文書に
まいとどちゃん含む登録商品が個別に表
示され、そこで個々の変更ができる仕組
みは組合員にとって非常に利便性が上が
るものと考えています。この導入について
は現在使用している仕組みを大きく変更
しなくてはならないため、すぐの対応は難
しいのが現状ですが、今後の課題として
対応を検討します。

供給について

返品できないものが増えて困ります。化粧品な
ども包装を開けていないものもダメで、間違え
て注文した時困りました。また、レッグウォー
マーなども返品できませんでした。
� （府中市／70代）

声に
応えて 東都生協の商品返品ルールは、良品返品

の再販売に対する消費者（組合員）の受け
止めの変化や下請法の強化を受け、2022
年10月17日以降のご注文分より改定し
ました。
下請法という法律では「親事業者（ここで
は東都生協）は下請事業者（ここでは取引
先）から納入された物品等を受領した後
に、その物品等に瑕

か

疵
し

があるなど明らか
に下請事業者に責任がある場合において、
受領後速やかに不良品を返品するのは問
題ありませんが、それ以外の場合に受領後
に返品すると下請法違反となります」と定
められています。『化粧品やレッグウォー
マー』は、衛生面および安全上の観点から
返品をお受けできない商品となっていま
すが、仮に商品を返品された場合はご利
用者に商品代金の返金を行わなくてはな
りません。返品を受け付けて取引先へ戻
せない商品は生協が商品代金を全額負担
することになります。そのため、物流費や
廃棄料など返品に関わる経費が極めて大
きくなることが想定され、健全な生協運営
を行っていく上での適正な剰余構造を阻
害しかねません。このような事情をご理解
いただきますようお願いいたします。
　
いつもありがとうございます。担当職員が交代
する度、さまざまな思いをします。職員教育も
事業のひとつと考えます。� （武蔵野市／60代）

声に
応えて 供給担当者は単なる配送員ではなく、毎

週お伺いする生協の窓口として大切な役
割です。組合員の期待に応えられるよう
職員教育に取り組んでいきます。また、昨
今のドライバー不足は社会問題にもなっ
ており、安定した体制確保は重要な課題
と位置づけています。

　
一人当たり利用単価を上げる手法について、
今一度、クレジットカード支払いを検討して
ほしいです。銀行引き落としでは、何のポイン
トやマイルも貯まらず、最低限の利用になっ
ています。クレジットカード支払いなら、現在
スーパーで購入しているものの大部分を生協
に変更できます。� （練馬区／60代）

声に
応えて クレジットカードのマイル・ポイントを貯

めている方も増加しており、ニーズも高
まっていると認識しています。しかしなが
ら、クレジット会社に手数料として供給
高の２％前後支払う経費が恒常的に増加
します。導入した場合、どれだけの組合員
がクレジット支払いを選択するかによっ
ても負担額は異なりますが、慎重に調査・
検討していきます。

商品について

組合員拡大に重心を置くのはやめて、今いる
組合員一人当たりの購入額が増えるように商
品政策の練り直しをしたほうが良いと思いま
す。国内の生産者のためにも輸入ワインの取
り扱いはやめてください。外国産小麦を使っ
たパン、パスタ、うどん、蕎麦も売らないでく
ださい。� （多摩市／60代）

声に
応えて 国産原料を使用した商品を伸ばしていき

たい気持ちは同じです。また、組合員一人
当たりの購入額を増やすことが重要なの
もその通りです。産直産地や取引先・メー
カーが継続して生産・製造していくには、
安定利用者を多く確保すること、つまり
積極的な組合員拡大が必要となります。
普及にはより力を入れていきますが、組合
員の味の好み、商品の価格帯、商品特徴
も違いますので商品そのものの取り扱い
を止めるという方向ではなく、それぞれの
品目で国産原料の商品を配置する、その
品ぞろえを増やしていく、国産原料のもの
を積極的にお薦めしていきます。

　
私は、東都生協の野菜が大好きです。１～２年
に一回くらい、全体に傷んで食べられない葉
物野菜があります。生産者への寄付と思い、目
をつぶりますが、悲しいです。�（豊島区／60代）

声に
応えて 今後は、お手数でもお申し出いただけれ

ばと思います。昨今、異常気象で栽培環境
も過酷になっています。そのような環境
下でも生産者は品質の良いものをお届け
しようと日々努力しています。これまでの
常識が通用しない今、産地では品種の変
更や、新たな栽培品目について模索して
います。今栽培している青果はどんな状
態で届いているのか、声を頂けることで今
後の栽培に生かすことができます。良い
時も悪い時も声を出していただくことが
生産者の意欲に、ひいては東都生協が掲
げる食の未来につながります。

　
洋服、特に下着について、タグの有無を記載し
てほしいです。年を取るにつれて体に触れるも
のでかゆみを感じるようになりました。乾燥に
よる静電気もつらいです。体に触れるタグやで
こぼこした縫い目がなく綿素材のものを探し
ていますが、パンフレットから読み取るのが難
しいです。� （杉並区／50代）

声に
応えて 現在カタログ誌面には商品画像、サイズ

表、商品特徴等、掲載内容が多岐にわたり、
限られた誌面スペースにて商品情報をす
べて掲載しきれていないのが現状です。タ
グを無くして洗濯表示をプリント印字や
肌への刺激を軽減するため縫い目を外側
にした下着等などがあります。今後、取引
先とタグの有無表示掲載について協議し
ていきます。



東都生協の活動・事業に生かしていきます。
　
野菜の梱包材の脱プラを進めてほしいです。
特ににんじんやキャベツなどが結露で蒸れて
傷みやすいため、紙袋等の梱包を検討してほ
しいです。他の野菜でもできる限り行ってほ
しいです。また、東都もーもーロール２枚重ね
で、プリントがない白紙のものも作ってほしい
です。それでコストが抑えられる場合、値下げ
するか、寄付額を上乗せしてほしいです。
� （世田谷区／50代）

声に
応えて 昨今、環境配慮の視点が社会的にも顕著

になり、青果物の問い合わせ内容につい
ては環境と品質の両面からの問い合わせ
が増えています。また、コロナ禍の影響も
あり、この間、衛生面からのご意見が増え
てきています。「脱プラ」については商品
部方針にもありますが、青果については品
質や衛生面も考えながら進めていく必要
があります。今後、紙袋での梱包も検討し
ていきます。
また、「東都もーもーロール２枚重ね」を
プリントなしにした場合はコストを抑え
ることになりますが、供給価格は原料、物
流、人件、エネルギー、製造コスト等によっ
て設定しています。プリントある、なしは
全体コストの３％程を占めています。概
算になりますが供給価格で７円前後にな
るかと思われます。「東都もーもーロール
２枚重ね」のプリントなし版については今
後の課題としていきます。

組合員活動について

新たなスタイルによる組合員活動の推進、の
「商品を真ん中に置いた…」がどのようなこと
か、分かりにくいです。� （横浜市／50代）

声に
応えて 東都生協の組合員活動では、組合員が組

合員を増やす「仲間づくり」や、商品の利
用を増やす「利用結集」を活発に行ってき
た歴史があります。「商品を真ん中に」と
いう言葉には、その組合員活動の前提を
再確認したいという思いを込めています。
新たなスタイルでの組合員活動も、活動
のしくみ自体が商品を利用していること
を前提としたものとなっています。

　
さまざまなイベントが開催されていますが、ほ
とんどが都心部での開催で都下での開催がほ
とんどなく、また平日の昼間であったりする
と仕事をしていると参加ができません。興味が
あったら体験をしてみたいと思っても結局は
参加できません。開催場所、時間、頻度などを
検討してほしいです。� （町田市／50代）

声に
応えて これまでも各地域でさまざまな企画を都

心に限らず開催していますが、ご案内が
行き渡っていなかったとしたら申し訳あ
りません。平日昼間ばかりでなく、土日祝
日の開催なども頻度を高めて、多くの方
に参加していただけるよう工夫していき
ます。４月からはより広い範囲で企画の
ご案内ができる予定です。地域版ワォや
東都生協ホームページをご覧ください。
地域委員会にメール配信登録を希望する
ことで、情報を直接お届けすることもでき
ます。

　
まだ仕事をしており、活動は難しいですが、東
都生協には期待しています。できれば、平和教
育や反原発、近年の再開発による大径木の激
減、災害に対して自分たちが主体的に取り組
むための（自治体におんぶにだっこでない）啓
蒙活動をしていただけることを望みます。
� （杉並区／60代）

声に
応えて 期待していただきありがとうございます。

組合員活動では「平和・環境・福祉・くらし・
食と農」をテーマにさまざまな活動を行っ
ています。これからも問題や課題に向き
合い、学習会や企画を開催します。一緒に
組合員活動をすすめていきましょう。

　
新たな組合員活動スタイルになりますが、参加
できないことが多いので、SNSなどでどのよう
なことが行われているか発信してほしいです。
また、オンライン参加ができる環境も今以上
に続けていただきたいと思います。
� （江東区／40代）

声に
応えて これまでも一部はホームページやSNS（イ

ンスタグラム）で企画案内や報告をして
きましたが、今後はさらに案内や報告の
機会を増やしていきます。「東都生協『食』
の学校」（登録制）が４月から本格的開校
しますのでぜひ登録をして受講ください。
オンデマンドで受講できます。また、オン
ラインは自宅から気軽に参加できるツー
ルとして、これからも活用していきます。

　
組合員のお友だちに東都生協の組合員活動を
紹介したら、それ何？と言われました。イン
ターネット注文の人には紙の資料は供給で配
付されないし、インターネットの注文には組
合員活動のバナー欄は一切出てこないとのこ
と。注文画面から簡単に活動紹介に行けるよ
うになりませんか？� （西東京市／50代）

声に
応えて 組合員活動に関する情報発信は、より多

くの方に興味を持っていただけるような
掲載方法を検討しています。具体的には、
組合員活動をより身近に感じていただく
ために、「東都生協からのご案内」（お届け
明細）へ地域活動の紹介を行う予定です。
また、さまざまな東都生協のコンテンツを
使いやすくするためのポータルアプリの
開発も進めています。

３ R 活 動 について

リユース、リサイクルの回収率に関心がありま
す。ポリ袋やトマト箱の回収率が低いのが気
になります。何度かチラシでPRしていると思
いますが、なかなか上がらないなぁと感じます
（かと言って名案も浮かびませんが…）。
� （福生市／40代）

組合員の方は３R活動に前向きな方が多いと
思っていましたが、私の予想より回収率が低
かったです。周知の際、この回収率のグラフを
のせてみてはいかがでしょうか。全てに90％
を目指したいです。� （府中市／70代）

声に
応えて リユース、リサイクルにご協力いただけて

いない理由として考えられるのは、回収す
るリユース・リサイクル資材の認識がされ
ていない、ご自身で使用している（例：ポ
リ袋はごみ袋として使用等）、次回供給時
まで保管しておくのが嫌、等の理由が想
定されます。地道な取り組みになります
が、継続的周知・環境問題に関心が高まる
広報を行っていきます。

産地直結について

生産者の方々と交流の機会があれば子どもや
孫と参加したいです。� （調布市／60代）

声に
応えて これからも産地・取引先協力のもと、オン

ライン含めたくさんの組合員が参加でき
るような交流企画を計画していきます。
　
自然に左右されやすい農業は、いろいろな国
（特に先進国）で保護されています。農業で生
活していける状態を国が作り、若者が農業に
就けるように生協としてできることは何なの
でしょう。� （国立市／80代）

声に
応えて 異常気象による影響だけではなく、世界

情勢の不安定化や円安など外的な要因に
より農業生産コストは高騰を続けている
一方で、特に青果では依然として需給バ
ランスによる価格決定が主となっており、
再生産価格が得られない実態が続いてい
ます。ご指摘の通り、海外では農業生産者
への直接支援を行っている国が多くあり
ます。そのような中で生協としてできるこ
とは、まず、食と農の大切さを知り「国産」
を選択し続ける利用の輪を大きく拡げて
いくことが必要です。さらに、中長期的な
方針となる「食料・農業・農村基本法」の
改正が今年行われることから、産直産地
やメーカー、思いを同じにする他生協や
団体と一緒に、国内農業の維持発展と農
村の活性化につながる施策の実施を求め
ていきます。ぜひ、利用を広げる仲間づく
りや安定利用と声を届けていただくとと
もに、支援につながる企画なども実施し
ていきますので、できる範囲での参加にご
協力ください。



食の安全・安心への思い

2024年度 第50回通常総代会までのスケジュール

第50回通常総代会の傍聴について

第２回総代会議報告

供給担当者へのメッセージ
いつもありがとうございます。東都生協の食材
が届くので、いそがしい毎日をこなすことがで
き、助かっています。� （豊島区／60代）

天候など大変なこともあると思いますが、ご健
康や安全には十分気をつけて供給していただ
けるとうれしいです。とても助かっています。
いつもありがとうございます。
� （西東京市／50代）

いつもいつもお世話になっております。安全・
安心な食を届けてくださってありがたいです。
� （杉並区／50代）

時間に追われての配達で、なかなか会話がで
きないとは思いますが、やはり供給担当者さん
との会話があると、ついつい頼んでしまい注文
品目が増えます。配達で大変でしょうが、会話
が次へとつながります。� （板橋区／60代）

我が家の担当者は交代して１年が経ちました
が、とても良くやってくれています。「だいぶ
慣れた」とおっしゃっていました。今後も交通
安全第一に、組合員にはあいさつ、商品をてい
ねいに扱ってがんばってほしいです。元気が何
よりです！� （三鷹市／60代）

自分の地域以外の人と交流
できるのは、とても楽しい。
いつも同じ顔触れでは、発
想が同じになってしまう。
分散会では全体質疑で聞
けないような基本的なこと
や、色々な意見、考えが聞
けて良かったです。これか
らは組合員活動も積極的に
していきたいと思います。
日程が合わず、対面でも
Zoomでの参加もできな
かったので、動画で視聴で
きてよかったです。わかり
やすかったです。ありがと
うございました。

総代会は、組合員から選ばれた代表＝総代（定数550人）が、１年間の�
まとめと次年度の活動方針・事業計画などを決める大切な会議です。

「私たちの願い」
（�今ご覧になっている印刷物、�
「わたしの声カード」�
を集めた意見集）

を全組合員に配付

4/22 月〜26 金
総代会議案
の確定

総代会の
決議内容を
全組合員に報告

第50回  通常総代会
� （総代が出席）

6/13 木

総代ではない組合員は通常総代会を傍聴することができます。�
ご希望の方は電話でお申し込みください。

３月22日から26日まで、集会型７会場延べ10会場、オンライン型で２回開催�
しました。説明動画を視聴し、「総代の声カード」で意見を出す方法なども採り�
ました。総代の皆さんは第３回総代会議（６月初旬開催）を経て、６月13日（木）
の第50回通常総代会に出席し、議案を審議、決定していきます。

３年ぶりぐらいで総代会議に出席し
ました（その間はずっと動画視聴でし
た）。今さらのようですが、会議に出席
して意見交換する機会があると、皆で
考えることができていいと思いました。
参加者それぞれの立場からの声が聞け
て、いい話し合いだったと思います。

受付期間：５月13日（月）～24日（金）

申 込 先：�総合企画室　電話03-5374-4806（月～金、午前９時30分～午後４時）

開催日時：６月13日（木）午前10時30分から

開催場所：�ハイアット�リージェンシー東京　地下１階「センチュリールーム」

※申し込みは先着順で承ります。�会場の都合により傍聴の人数を制限する場合があります。

食の安全のために輪が広がり、多くの人が加
入することによって価格を抑えることができ、
農家の方たちにも利益が行くように回ってい
ければと願います。� （西東京市／70代）

食料自給率のあまりの低さに本当に危機感を
持ちます。組合員以外の方にも伝えたいです
し、食費も安ければ安いほど良い、という考え
方も危険です。安全面の点でも、組合員、職員、
生産者との話し合いも大切ですね。
� （日野市／60代）

生産者さんあっての生協ですから、生産者さ
んを助ける、支えるための要望などを発信して
もらえると、こちらも応援しやすいです（牛乳
を購入してほしいとの呼び掛けの際は購入さ
せていただきました）。� （練馬区／50代）

地球温暖化で世界的な食糧危機を迎えていま
す。輸入に頼ることなく、地産地消、国内需給
が重要になってきます。日本の食料は日本の
大地から。安全・安心をモットーに。
� （世田谷区／70代）

災害が多い日本では食料自給率が低く、輸入
が多いです。食の安全面から無農薬や減農薬
でがんばってくれている生産者さんのために
も、安定供給確保できる東都生協で仲間作り
は必要だと思います。組合員が食べて生産者
さんの応援になるように若い生産者世代の応
援と、子育て世代にも安全な食文化を広げる
運動が必要だと思います。� （目黒区／50代）

日本の食料自給率に危機感を持っています。
多少割高でも私は安心でおいしい国産品を食
べ続けたいです。そのために東都生協、これか
らも応援するし頼りにしています。
� （足立区／50代）

日本の農業がこれからも続いていくこと、子ど
も達の世代も食に困らないですごせること。そ
れが今の私の大きな願いです。でもそれは他
人ごとではなく、自分達で努力しなくてはいけ
ないことだから…。考える機会と「努力」の機
会を与えてくれる東都生協に感謝です。
� （北区／40代）

産地訪問をして、生産者と交流するとその産
地や生産物のファンになり、応援したくなりま
す。昨年、数年ぶりに産地訪問をしてから、そ
の産地の生産物を積極的に購入しています。
� （西東京市／40代）

参加した総代の声

供給時間の遅れに関し、多大なる 
ご迷惑をおかけし申し訳ございません。
昨年末頃より、コース数の55％を担っ

ている配送委託先にて新規雇用が進まず、
４月４日時点で全体402コース中７コース
前後の欠員が発生しています。通常時は、
代わりの者が配達（代配）することを基本と
していますが、代配する体制が不足する事
態となっています。そのため、１コース分
を複数コースで分担し、通常コースの前後
で供給する「分配」という形で対応し、分配
対象コースの組合員の皆さんには予め電話
入れを行っています。しかしながら、欠員
解消の目途が立っていないこともあり、拡
大推進（仲間づくり業務）職員も含めた東
都生協職員にて委託先供給支援に入るなど
しています。
なお、欠員の発生は他生協でも同様であ

り、配送担い手の不足解消のためには、し
ばらくお時間を頂くことをご理解いただき
ますようお願いいたします。安定供給実現
のための東都生協での募集強化も含めて、
委託先任せにせずに連携して取り組んでい
きますが、場合によっては配送時間などの
変更等もご相談させていただくこともござ
いますので、ご協力いただければ幸いです。

たくさんの
メッセージ
ありがとう
ございます！


